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【目的】ヨウ化ニンニクエキスは、ニンニクの鱗茎の熱水抽出物をヨウ素化して得られた

濃縮物であり育毛剤や基礎化粧品に広く使用される。ヨウ化ニンニクエキスは美容に関す

る有用な効果が謳われる一方で、詳細なエビデンスは明らかにされていない。本研究では、

ヨウ化ニンニクエキスの育毛と美肌に関する機能とメカニズムを明らかにすることを目

的とし、ヒト毛乳頭細胞とヒト表皮角化細胞に対するヨウ化ニンニクの影響を、遺伝子発

現解析と活性成分の分析の 2つの観点から研究を行った。 

【方法と結果】脱水素酵素活性を指標にして細胞の代謝活性に与える影響を調べた結果、

ヨウ化ニンニクエキスはヒト乳頭細胞とヒト表皮角化細胞の代謝活性を上昇させ、細胞賦

活化作用を有することが分かった。そこで、ゲノムワイドな遺伝子発現解析を実施したと

ころ、ヨウ化ニンニクエキスは抗酸化応答経路である Nrf2 経路を活性化することが示唆

され、ホルミシス効果によって細胞の賦活化に機能する可能性が推察された。現在、遺伝

子破壊細胞株を用いてメカニズムの詳細を検証中である。また、活性成分の分析では、主

に糖類が細胞賦活化に寄与している可能性が示唆された。本研究は、ヨウ化ニンニクエキ

スの美容に関する新規の機能性やそのメカニズムを明らかにするものであり、その成果は

育毛や美肌製品として応用するための重要な知見となると考えられる。 
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